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E-mail

日本植生株式会社

ホームページＵＲＬ

担当部署 技術部

中村　剛

〒708-8652　岡山県津山市高尾５７３－１

0868-28-0859

住　所

E-mail

0868-28-4410

Fax

Tel

info@nihon-shokusei.co.jp

会社名

Tel

担当者

http://www.nihon-shokusei.co.jp

www.kyushunisshoku.co.jp

九州日植株式会社

環境緑化部

尾形　朋恵

〒815-0082　福岡市南区大楠３丁目１２－２８

092-526-0588

092-526-0224

kniss@kyushunisshoku.co.jp

技術

分　類

区　分

分類１

法面工 植生ネット工植生工

新技術・新工法の分類

〒708-8652　岡山県津山市高尾５７３－１住　所

住　所

ホームページＵＲＬ

営業

従来技術と比べ
優れている点

NETISへの
登録状況

担当者

キーワード
（複数選択可）

Fax

H30.11.1申請情報

問合せ先
会社名

担当部署

2014.4

申請概要

会社名

住　所

工種区分（レベル１、2まで記入） 登録年月日 登録番号

従来の植生土のう袋（４０㎝×６０㎝）は一つひとつ人力で作成・設置していたが、機械施
工できる大型植生土のうは容量が1㎥あり(865㎜×865㎜×1000㎜）、開口部にバックホ
ウで中詰材を投入するだけで早く、楽に施工することができる。

1801010A

日本植生株式会社

新技術の名称

副　題

メガ・メデル工

九州日植株式会社

大型植生土のう

共通工

概要説明書

分類２ 分類３ 分類４

申請者

開発者
会社名

〒815-0082　福岡市南区大楠３丁目１２－２８

評価結果

環境保全 

品質の向上 

地球環境への影響抑制 

工法 材料 機械 製品 その他 

NETIS登録している 

作業環境の向上 

工期短縮 施工性向上 経済性・生産性の向上 

その他 

施工精度の向上 

省資源・省エネルギー 

伝統・歴史・文化 

耐久性の向上 安全性の向上 

建設副産物の排出抑制 
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新技術の概要　※検索結果に表示する技術の概要です（全角120文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？

②従来はどのような技術で対応していたか？

③公共工事のどこに適用できるか？

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）

適用条件

①自然条件

②現場条件

③技術提供可能地域

④関係法令等

※の欄は、記入の必要がありません。

従来技術では一般的な植生土のうに人力で土詰施工する必要があり、一袋づつ並べたり積み上げたり
しているが、メガ・メデルは機械施工ができ早く楽に施工することができ、植生が図れることで土のう本体
の紫外線劣化の抑制が期待できる。

大型土のう。
一般的な植生土のう（４０㎝×６０㎝）を何段も積み重ね対応。

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A

メガ・メデルは、メッシュ生地で作成した大型土のうの内側に植生シートを取り付けた製品です。土砂を充
填することにより、前面および上面部の緑化を図ることができる環境緑化製品です。植生が図れること
で、土のう本体の紫外線劣化の抑制が期待できます。

特になし

機械施工が可能な場所

中詰材には植物の生育を阻害しない一般的な土壌を使用。（礫や岩ズリ、砂、重粘土は使用しない）

屋外に設置することで紫外線による土のう袋本体の劣化を招くところ、大型の土のう袋を植生させること
で劣化抑制が図れる。又、機械施工が可能なため、作業効率が向上する。

災害個所や小崩落個所。

特になし

一般の植生土のうを何袋も土詰し設置施工していたが、植生が図れるメッシュ生地に植生用のシートを
取付け緑化できる植生土のうの大型化を実現した。

災害復旧等で植生土のうを利用した緑化復元には、一般的な植生土のうを利用していたが、植生土のう
の大型化の開発により、人力に頼る作業から機械施工へ切り替えることができ作業効率を向上させるこ
とが出来る。
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適用範囲

①適用可能な範囲　（公共工事への適用性は必ず記入する。）

②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲

ニーズへの対応

①社会的ニーズへの対応

②県土整備部発注工事への対応（道路、河川、ダム、港湾、海岸、砂防、地すべり、急傾斜地に関する事業）

留意事項

①設計時

②施工時

③維持管理時

④その他

※の欄は、記入の必要がありません。

環境への配慮が必要な箇所。
従来の土のう袋を何段も積み重ね使用していた箇所。

安全使用荷重は１．５ｔまでです。
積み重ねは最下段を含めて合計３段までです。

平坦な場所で作成してください。

繰り返しの使用、水中での使用は避けてください。

設置に関して、製品背後を土砂で裏込めすることが望まれます。単体で設置した場合、充填した土砂が
乾燥しやすく、植生不良の原因になる。
現場条件によるが、耐用年数は３年程度である。

積重ね段数は２段を上限とします。階段状に設置した場合、安定計算により２段を超える積み上げが可
能となる条件もありますが、安全性に配慮して積重ね段数の上限を２段とする。（最下段を入れ合計３
段）

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A

機械施工が可能なため、作業効率を向上させます。土のう本体を植生が覆うため紫外線劣化が抑制さ
れ、植物の根系により土壌を緊縛します。

建設現場における作業員の確保が困難な時代になり、機械施工が可能な製品として人手不足にも貢献
できる。緑化による景観保全が図れます。さらに仮設物として大型土のうを植生で覆って目立たなくする
ので景観配慮の必要な地域の災害復旧に貢献できる製品です。

水中。
繰り返しの使用。
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2

2

3

2

1

1

円 円

日 日

※の欄は、記入の必要がありません。

環境保全

・土のうを緑化することで、景観の保全を図
る。
・植生が図れることで、土のう本体の紫外
線劣化の抑制が期待できる。

新技術（A） 従来技術（B) 変化値1-A/B（％）

基準数量 8 単位 ㎥

品　質

安全性

施工性

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A

比較する従来技術 大型土のう

活用の効果

90%

活用の効果

工　程

経済性

項目 比較の根拠

製品単価は、大型土のう袋より割高となる。

0%工　　程

経済性 -90%

1.8 1.8

126,200 66,370

短 縮 同程度 増 加 

向 上 同程度 

向 上 同程度 低 下 

向 上 同程度 低 下 

低 下 

向 上 同程度 

向 上 同程度 低 下 

低 下 
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●新技術の内訳

●従来技術の内訳

※の欄は、記入の必要がありません。

10袋

4 ％

56,275 15,757

16,772 671

袋

-

大型土のう袋材 容量1㎥ 10 袋

土砂 8 ㎥ -

普通作業員 0.16 人

4,700 47,000

金額
(円)

基準数量：

9,300

21,500

0.28 日

18,100

㎥

人

摘　　　要

5,068

自社歩掛（福岡県/標準単価）6,020

金額
(円)

93,000

1801010A

活用の効果の根拠

20,300 5,684

項　　目 仕　　様

あたり基準数量：

新技術の名称

単価
(円)

普通作業員

土木一般世話役

0.28 人

特殊作業員

諸雑費

メガ・メデル工

0.28

0.28 人

数量 単位

容量1㎥ 10

8

メガ・メデル

土砂 （砂質土相当）

バックホウ運転 0.6㎥

摘　　　要

あたり

0.16 人

単価
(円)

3,461

数量 単位

10袋

2,914

20,300 3,268

21,500 公共工事設計労務単価（福岡県/標準単価）

18,100

バックホウ運転 0.6㎥

諸雑費 667

56,275 9,0600.16 日

項目

特殊作業員

仕様

土木一般世話役

7 ％

0.16 人

合計 126,200

合計 66,370
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施工単価 1 (歩掛り種別)

施工方法

残された課題と今後の開発計画

①課題

②計画

施工実績 1

※の欄は、記入の必要がありません。

件

件　民間等が発注した工事

7

53

3

　福岡県が発注した工事

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A

　他の公共機関が発注した工事

土砂災害復旧での大型土のうの仮設期間の延長傾向に対して耐久年数の長期化

メガ・メデルの作成には土のう作成器を使用します。（平坦な場所で作成します）
①中詰め材の投入：土のう作成器にメガ・メデルをセットして、バックホウで開口部に土砂を充填します。
②仮置き：作成した土のうをクレーンで釣り上げて仮置きします。
③土のう設置工：床堀・整地をしてクレーンを用いて所定の位置に植生シートが前面に来るように設置し
ます。
④植生シートの設置：移動と設置に伴い天端部に深い亀裂が入ることがあります。設置後速やかに埋め
戻して平滑に仕上げます。この部分に付属の植生シート（1ｍ×1ｍ）を展開設置します。
⑤裏込め：注入口を閉じた後、設置したメガ・メデルの後部に裏込め土砂を投入します。

耐久年数の長期化に向けて材料・植生シートの改良

件

あり なし 

歩掛りなし 歩掛りあり 標準 暫定 協会 自社 
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※登録№

4

4

証明機関

制度名

番号

評価等年月日

証明等範囲

URL

○実験資料等

○積算資料等

○施工管理方法資料等

○出来形管理方法資料

○その他

※の欄は、記入の必要がありません。

実用新案

他の機関による
評価・証明

特　許

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A

番　　号特許・実用新案

建設物価/2018・6月号
国土交通省土木工事積算基準/平成30年度版
国土交通省公共工事設計労務単価/平成30年3月～

技術資料

技術資料

参考資料

添付資料

積算資料

技術資料

あり 出願中 出願予定 なし 

あり 出願中 出願予定 なし 
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概要図、写真等

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A
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施工実績一覧

※の欄は、記入の必要がありません。

2016.8 益城メガソーラー熊本 民間

熊毛支庁

九州森林管理
署

大分 2015.11 清水山治山工事

国頭村役場 2015.6

海岸防災林環境整備事業

大野城いこいの森水辺公園（法面）

2017.3

道路改良工事

大野城市役所 2018.8

大野城市役所 2018.7 のり面補修工事

治山工事大野城市役所

福岡 九州電力
熊本幹線復旧工事（朝倉地区）のう
ち        敷地法面防護工事（2工区）

黒木治山工事

福岡 2017.4 玄海島海岸土砂撤去工事

法面補修工事

新技術の名称 メガ・メデル工 1801010A

施工時期 工　事　名発注者 CORINS登録No.

沖縄

2016.3

福岡県土整備
事務所

民間福岡

福岡

2016.1

福岡 2018.5

鹿児島

区分 地域機関名

2018.6

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

福岡
筑後農林事務

所

福岡


